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晴れ着姿で新たな門出
　　　　　　　　　　　－柳井市成人祝賀式－

　平成３１年柳井市成人祝賀式が１月６日㈰、

柳井クルーズホテルで開催されました。式典

では井原市長が「今年は平成という時代が終

わりますが、ここにいる皆さんは、これから

の新しい時代においてもまた、話題を共有で

きる特別な仲間です。そのような仲間とのつ

ながりを大切にして、これからの時代も力強

く生き抜いてください」とお祝いの言葉を述

べました。また新成人を代表して、國原出海

さんと竹塚幸輝さんが抱負を発表しました。

式典の後には懇親会が行われ、なごやかな雰

囲気のなか、友人や恩師との久しぶりの再会

を喜びました。
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　私はこの春から柳井を離れま

す。新しい環境に不安も感じま

すが、常に向上心をもち、少し

でも早く一人前の社会人へと成

長していきたいと思います。こ

の成人式を大人になるための一

つのきっかけとできるよう、今

日のこの日から、新成人として

新たなスタートを切り、日々精

進していきます。

新成人の抱負（要旨）

今年の新成人の対象は平成１０年４月２
日から平成１１年４月１日生まれの３３３
人で、この日はそのうちの２５６人（男
１２７人・女１２９人）が出席しました。
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　今日を境に我々は成人し、大

人の世界に一歩踏み込みます。

日々を後悔なく過ごせているか

自信はありませんが、人生はた

ぶん長く、たくさんの寄り道を

しながら目標も変化していくこ

とと思います。死ぬまでに目標

を達成している人生を歩みたい

し、皆さんにも歩んでほしいと

思います。
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柳井市子育て世代包括支援センター

「やなでこ相談室」を開設しました
やなでこ相談室は妊娠・出産・子育てに関するワンストップ総合窓口です。
あなたの子育てを応援します。

　柳井市では昨年度１９６人の新しい命が誕生しました。

そしてその数の新しい家族のかたちが生まれ、赤ちゃん

との生活が始まっています。子どもの成長はうれしく、

楽しいものです。しかし、子育ては決して楽しいことば

かりではありません。ひとたび子育てが始まると生活は

一変し、子どもが泣き止まない、ミルクを飲まない、熱

をだした、ケガをしたなど、心配ごとが増え悩みや不安

は尽きません。子育ては２４時間休みなしです。

　そんな子育ての中で、「子どもはかわいいけど、なぜか

辛い。イライラする」「やることがいっぱいなのに手が

回らない、やる気が出ない」など感じることはありませ

んか。そのように感じることは、決していけないことで

はなく、一生懸命子どもと向き合っている証拠です。し

かし、その悩みや不安をお母さんやお父さんがひとりで

抱えていては、子どもにとっても辛いことです。大切な

のは、悩みや不安を共有し、相談ができる人がいるかど

うかです。

妊娠・出産・子育て期は、悩みや不安が尽きないもの妊娠・出産・子育て期は、悩みや不安が尽きないもの

　市では安心して妊娠・出産・子育て期を過ごしていた

だけるように、お母さんやご家族の方からの様々な相談

をお受けする窓口、柳井市子育て世代包括支援センター

「やなでこ相談室」を、２月１日に開設しました。

２月１日のオープニングイベントでの除幕式の様子です。▲

やなでこ相談室 へのご相談は

○開設時間

　㈯㈰㈷を除く 8:30 ～ 17:15

○専用電話

　まずはお電話を　☎㉒８７０５
○住所

　南町６丁目１２番１号（市保健センター内）

※「やなでこ相談室」の名称は…「柳井で子育て」（や
・
な
・
いで

・

こ
・
そだて）から引用しています。

にこ
やなでこにこ

柳井市子育て
応援キャラクター

やなきん

特集
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　安心して妊娠・出産・子育て期を過ごせるように、こ

の時期に多い不安の一つである「授乳」に視点を置き、保

健師だけでなく助産師の専門性を活かした相談機能を高

めていきます。

　また、地区担当の保健師が母子コーディネーターの役

割も兼ねて、妊娠・出産・子育て期の心配ごとや不安に

寄り添い、皆さんが本当に必要とするサービスや支援に

つながることを今まで以上に重視していきます。

　地域での子育て支援を担う「まちかどネウボラ」や「母

子保健推進員」などと連携して、今まで以上に妊娠・出産・

子育て期の皆さんのサポートができる体制を整備してい

きます。

産後にサポートしてくれる
人がいない

おっぱいが足りているのか
分からない

体調がすぐれない
気分がすぐれない

初めての
妊娠・出産なので不安

子どもの発育や発達が
心配

「やなでこ相談室」が目指すこと
こんな悩みがある…
そんなときにこそご相談ください
こんな悩みがある…
そんなときにこそご相談ください 「やなでこ相談室」が目指すこと

　妊娠・出産・子育て期の皆さんが、「こんな時はどこに

相談したらいいのかな…」と悩んだときに、「やなでこ相

談室だ！」と思い出していただけるような、より身近で

気軽な相談場所を目指しています。

　妊娠・出産・子育てに関する悩みや不安を、ひとりで

抱え込まず、まずは相談してください。私たち保健師・

助産師があなたに寄り添いながら、一緒にどうしたらい

いか考えていきます。

産後から眠れない、
涙が出る

赤ちゃんのお世話が
よくわからない

子育てをしていて
孤独を感じる

お母さん（Mother）のための、助産師（Midwife）に
よる相談日です。少しでも楽に、そして楽しく授乳
できるように一緒に授乳方法を考えます。
詳しくはご相談ください。

子どもが泣きやまず
イライラする

私たちがサポートします。お気軽にご相談ください。

授乳相談日  Ｍ の日 を始めます
要予約エム
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妊娠 出産 産後 子育て

対
象
者
は
ど
な
た
で
も

必
要
に
応
じ
て

就学

保健師や助産師による相談

妊婦訪問 保健師などが訪問 産婦・乳幼児訪問 保健師・助産師が訪問

やなでこ・おっぱいサロン（仮）
助産師が対応

産後ケア
（日帰り・宿泊） 医療機関で実施

産後のこころの相談会（仮）
臨床心理士が対応

母子健康手帳交付
母子健康手帳、健康票などの発行、
セルフプランの提案など

妊婦健康診査14回
妊婦歯科健診

妊婦アンケート
妊婦健診６回目ごろ

（医療機関受診）

乳児家庭全戸訪問
保健師、助産師が訪問

産婦健康診査
産後２週間、産後１カ月ごろ

1・3・7カ月児健康診査
（医療機関受診）

1歳6カ月児・3歳児
健康診査

予防接種（医療機関受診）

乳幼児健康相談、離乳食セミナー、育児学級

子育て支援センター「まちかどネウボラ」 （７施設）  子どもと一緒に集える場、相談できる場

ファミリー・
サポート・センター

発達に関する
相談

保育所（園）・幼稚園などの利用、
入所・入園、一時預り

ママ・パパ教室

妊
娠
の
届
け
出

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

４月～４月～

４月～４月～

４月～４月～

４月～４月～

４月～４月～

「やなでこ相談室」の役割

　妊娠初期から子育て期における総合相談窓口として、

時期や必要性に応じて切れ目なく支援やサービスが受け

られ、安心して妊娠・出産・子育て期を過ごせるよう、

様々な関係機関と連携をとりながら、利用者の皆さんを

サポートします。

①妊娠・出産・子育ての悩みや不安の相談に対し、ワン

ストップ総合窓口として、必要なサービスを提供、紹

介していきます。

②原則として同じ保健師・助産師が継続的に関わり、顔

の見える支援を行います。

③地域の子育て支援に携わる関係機関と連携を進め、子

育てしやすい環境や仕組みをつくります。

「やなでこ相談室」の役割

　妊娠初期から子育て期における総合相談窓口として、

切れ目のない支援・サービスの流れ

▲相談機能を高めるために、授乳スペースやキッズスペー
スも整備し、気軽に来所でき、安心して相談できる環
境を整えました。

特集
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私たちがサポートします 
　　　　柳井市母子保健推進員

　三重県から転入してきたため、知らない土地での子育ての始まり

でした。そんな中、母子保健推進員の三戸さんが家庭訪問してくれて、

地域の子育て情報や母子保健推進員さんの開催するイベントを紹介

してくれました。そこで同世代のお子さんを持つご家族とも知り合

うことができました。今でもお会いすると子どもの成長を喜んでく

れ、いっしょに子育てをしているようで、安心できます。

２歳、１歳を子育て中の神田さん

　母子保健推進員は市から委嘱を受けたボランティアです。楽しい子育てができるよう、子

育ての不安や疑問へのアドバイザーとして家庭訪問や保健センターで行う乳幼児健康相談

のお手伝い、育児学級での託児、また子育て輪づくり運動、イベントの開催など、子育て中

のお父さんやお母さんの身近な応援団として活動しています。

子どもの成長をともに喜んでもらい
いっしょに子育てをしているようです

オープニングイベントでは、母
子保健推進員の皆さんが、参加
者に足形アートをプレゼントし
ました。
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地域の中での子育ての強い味方！
子育て支援センターが「まちかどネウボラ」に認定

グリーンディ
（若葉保育園内）

　専門スタッフが子育て
中のママ達をしっかりサ
ポートします。温かい雰
囲気の中、楽しい活動を
通してお子さんの成長を
共に感じ、喜び合いましょ
う。遊びに来ませんか？

場所：柳井4395-1　☎㉒１１７８

遊ぼう 話そう
（伊陸保育園内）

　未就園児とその家族を
対象に、遊びの場やほか
の家族との出会いの場を
提供し、育児の不安や悩
みを一緒に考え、情報を
交換したりするなど、子
育ての応援をしています。

場所：伊陸6215-2　☎㉖０８２５

ぞうさんよちよちクラブ
（ルンビニ保育園内）

　安心して遊べる空間、
相談できる仲間がいる、
そんなほっとできる場所
です。センターに来れば
素敵な出会いがあります。
自然あふれる緑の園庭で
外遊びも楽しみましょう。

場所：柳井2202-2　☎㉒１０７８

トライアングル
（ひづみ保育園内）

　子育て中の親子や、こ
れから子育てをする方、少
し子どもから手が離れた
方々が集い、ホッとできる
時間・空間を楽しんでい
ます。

場所：日積5551-1　☎㉘０４２８

産婦人科入院中に教えてもらい
利用するようになりました
３歳、１歳を子育て中の橋本さん

　子育て支援センターを利用するようになり、顔見知りの人が増

えました。顔見知りになっていると、支援センター以外のイベン

トで出会ったときにも話ができます。柳井市には子育て支援セン

ターがいくつかあり、自宅から近くだったり興味のあるイベント

だったり自分にあった場所を選択することもできます。支援セン

ターに行くと親子ともに気分転換にもなるので、たくさん利用し

ています。また、子育てのイベント情報等も他のママからもらえ

たりするので、情報交換の場にもなっています。年齢別のイベン

トが開催されているので、同年代の子どもや親と触れ合う場にも

なっています。

　保育士さんにも相談しやすい雰囲気なので、安心して利用でき

ます。

特集
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ひだまりクラブ
（ルンビニ第二保育園内）

　こじんまりとした陽だ
まりのような空間で、育
児のあれこれを専門のス
タッフと話しませんか。た
くさんの人との出会い、育
ち合い、笑顔でハッピー
になりましょう。

場所：柳井961-1　☎㉒９９００

ホットみなみ
（市立柳井南保育所内）

　遊び場の開放や園児と
の交流、季節に応じた活
動をしています。忙しい
日々のなかでホッとでき
る場、おしゃべりが楽し
める場として、気軽に遊
びに来てください。

場所：伊保庄2530-3　☎㉗００３０

大畠キッズステーション
（市立大畠保育所横）

　明るく広々としたログ
ハウスで、一緒に遊んだ
り子育てについてお話し
したりしませんか？ママ友
サークルなどでの、ふれあ
いや情報交換の場として
も気軽に相談できます。

場所：神代2966-25　☎45２６１９

産後訪問のときに、保健師さんからの紹介で
利用するようになりました
１歳、０歳を子育て中の岩井さん

　子育て支援センターに遊びに来るとたくさんおもちゃもあっ

て、子どももとても楽しそうに遊んでいます。家だとママにべっ

たりな子も、支援センターではのびのび遊んでいて、親も子も気

分転換になります。また、同年代の子どもと遊ぶ機会がなかなか

ないため、支援センターに来ると刺激になります。ママ同士も悩

みを共有できたり、話ができるので毎月とても楽しみにしていま

す。

　保育士さんが親身に話を聞いてくれます。子どもがイヤイヤ期

真っ只中ですが、対応に困ったときのアドバイスをくれたり、話

を聞いてくれるので気持ちが楽になることもたくさんあります。

普段からたくさんの子どもたちを見られているので、相談しやす

く心強いです。

▲オープニングイベントでは、子育て支援セ
ンターの７施設が、山口県から「まちかど
ネウボラ認定証」を交付されました。

フィンランド語で「アドバイスの場所」を意味し、妊娠期から就学前までの子育てを切れ目なくサポー
トする仕組み・拠点のことです。山口県は今年度、「やまぐち版ネウボラ」をスタートし、研修を受け
るなどして相談機能を充実強化した拠点（子育て支援センター）が、「まちかどネウボラ」に認定され、
日常的な相談と合わせて、母子保健相談もできるようになりました。

ネウボラとは…


